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レーザー誘起プラズマの非干渉法による電子密度・温度測定
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レーザー誘起プラズマによって駆動されるデトネーションにおいて，そのエネルギー変換効率はデトネー
ション伝播限界に強く依存する ���．実験室レーザーにおけるデトネーションの伝播限界はレーザービーム径
�と，プラズマ中のレーザー吸収長さ �で表され� ��� � �となるが ���，宇宙機打ち上げなどの大出力 �大
口径レーザーの場合���� が無視できるほど小さい．���はデトネーション伝播方向に垂直な方向に対する，
衝撃波膨張によるエンタルピー流れの比を表している．　
本研究では，レーザーデトネーションの伝播を準 � 次元に制約して，横方向へのエンタルピー流れがな
いターゲットを利用し，�波長マッハツェンダー干渉実験 ���	
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�����を利用して、アルゴン及び窒素雰囲気での電子密度分布を計測、また発光分光法 ������	
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 ����� ����� !"#�を利用して電子密度 �温度を測定し� ����と!"#の結果を比較した．
$��%�において準 �次元と �次元におけるデトネーション速度とレーザーパワー密度の関係を示す。同じ
レーザー強度においても準 �次元のデトネーション速度が速く、エンタルピの方向を制限した影響が見られ
る。$��%�ではデトネーション伝播限界における準 �次元（上）と �次元（下）の電子温度、密度分布を示し
ている。電子温度は空間に一定で準 �次元で & '、�次元で ( 'であった。また電子密度は準 �次元のほう
が �次元に比べて全体的に高い値が得られた。

����� レーザー強度 ���デトネーション速度 ����� 電子密度・温度の �次元空間分布
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